
学校再編に関する説明・懇談会 会議録 

 

１．日 時  令和６年１月２７日（土）午後７時から午後８時２７分まで 

２．会 場  蘇原ふれあいセンター 

３．参加者  別紙名簿のとおり ９名 

       町教育委員会：鈴村教育長、大岩課長、玉置学校再編専門監、鈴村 

４．資料等  別紙のとおり 

５．記 録 

（１）開会あいさつ 大岩課長 

（２）資料説明   鈴村教育長（19:02～） 

（３）質疑・意見等   

〇30 代 女性 

・新校舎の内観イメージ図があるが、教室に扉はないのか。 

〇鈴村教育長 

・内観イメージ図は少し分かりづらいが、教室の扉は設置することにしている。通常時は扉

を閉める形になると思うが、オープンにすることも可能である。 

〇玉置学校再編専門監 

・可動式の建具として設置する予定である。 

〇40代 男性 

・新校舎建設のスケジュールについて、庁舎建設の遅れが影響することはあるか。 

〇鈴村教育長 

・今はこの計画に沿って進めていきたいと考えている。 

〇60代 男性 

・小中一貫校の場合、校長は１人か。併設校という考え方か。 

〇鈴村教育長 

・昔の切井の併設校とは違う。令和９年４月の時点では、施設一体型の小中学校なので小学

校と中学校にそれぞれ校長が配置されることになる。最終的に義務教育学校に切り替えれ

ば校長は１人となるが、その場合は副校長と教頭２人が配置されることになり、教員の総数

としてはそれほど変わらない。 

〇60代 男性 

・小学校と中学校が一緒になることのメリットやデメリットは何か。 

〇鈴村教育長 

・本日の資料で紹介すると、職員室には小中学校の先生が一緒にいることで先生同士の交流

が生まれる。また、小学校１年生から中学校３年生までの子どもの成長、発達をみんなで見



守ることができる。指導体制に関しては、小学校と中学校の授業の乗り入れ指導が可能とな

ることや子ども同士としては、中学生が小学生の面倒を見るなど、小さな子に優しく接する

という関わり方ができる。そうした良さを生かして子ども、先生、更には地域との交流がで

きることはメリットだと考えている。 

〇60代 男性 

・自分も併設校で育ったが、一番の思い出は、小学生から中学生まで一緒になって運動会を

行ったことが当時の楽しい思い出の一つとなっている。 

〇鈴村教育長 

・小中学校が一緒になるので、新しい指導計画を工夫し、良さが生きるような教育内容にし

ていきたい。運動会に関しては、合同で行うのかどうかも含めて学校の総意で決めていくこ

とになる。 

〇60代 男性 

・校舎の南側は山となっているが、急傾斜地対策を行う予定はあるか。 

〇鈴村教育長 

・図面には土砂災害警戒区域としてのイエローゾーンとレッドゾーンの仕切り線が入って

いるが、新校舎については、レッドゾーンに係らない配置としている。万が一のことを考慮

し、耐力壁を備えた倉庫を新設する予定である。南側の山については、急斜面ではあるが、

これまでに大規模な落石があったという記憶はないが、関係機関と連携してできる限りの

安全対策を行っていきたい。 

〇60代 男性 

・新しい学校づくり検討委員会での検討内容を町民に周知するとともに意見を聞くことも

考えてほしい。 

〇鈴村教育長 

・新しい学校づくり検討委員会は、校舎建設がハード部分であるのに対し、主にソフト部分

の検討を進めている。具体的には、スポーツ環境、教育課程、通学、開校準備など多くの課

題があり今後それらを検討していく必要がある。令和５年度はこれまでに７回の委員会を

実施してきた。その内容については、２回ほどダイジェストのチラシを作成し、配付してい

るものの、多くの町民の目に留まるようにする必要があると考えている。 

新校舎建設は、新しい校舎を整備することとあわせて、その校舎でどのような教育活動を進

めるかを検討することも大きな役割である。 

委員会のメンバーは、指導者として岐阜大学の石川英志名誉教授に入っていただき、教員メ

ンバー１０名ほどで構成しているが、今後は専門部会を組織し、詳細の検討を進めていく必

要がある。協議の内容や結果については、今後も引き続きリーフレット等で周知したいと考

えている。 



〇60代 男性 

・先ほど説明があった子どもの数の推移については、皆さん興味があると思うので公開して

ほしい。 

〇鈴村教育長 

・資料として提供することは差し支えないが、子どもの数については出入りがあることをご

承知おきいただきたい。 

〇60代 男性 

・そのうえで配付していただけるとありがたい。 

〇60代 男性 

・能登半島で大きな地震が発生し大災害となっているが、新しい校舎は避難所となるのか。 

〇鈴村教育長 

・現在も体育館は避難所となっているが、新校舎についても避難所として使用する事態があ

り得ることを想定した設計としていきたい。 

〇60代 男性 

・将来的には小学生の人数も本当に少なくなることが予想されるなか、最初から１小１中体

制という考え方はないか。 

〇鈴村教育長 

・現状として令和１２年までの人数の推移は把握しており、その時点での小学１年生は町内

全てで１０人程度となる。特に佐見地区については、かなり人数が少なくなるので、その時

点で地域に小学校を残すのか、それとも河岐の新しい校舎に入るのかという選択になる。 

教育委員会としては３地区に小学校を残したいと考えているが、子どもの数は厳しくなる

ことは分かっているので、それに対応するためにも新校舎建設は必要だと考えている。 

〇40代 女性 

・４月から白川中学校に入学するが、藤井は自転車通学となる。自転車の購入費用は高額か

つ町の地域振興券の扱いができない事業者で購入をすることになった。すぐには難しいと

思うが、今後、自転車通学者に対する町の支援は考えているか。 

〇鈴村教育長 

・通学に関しては非常に多くの課題があり、これらを包括して解決する支援策を考えたいと

思っている。現状の遠距離通学補助金は６キロメートルを超えた場合に、月額１，８００円

が３年間交付されるが、自転車の購入に対する助成は行っていない。また、６キロメートル

以内であっても平坦でない場合は、現状は保護者が送迎を行っている例もあるため、学校再

編にあわせて部分的ではなく全体をカバーできるような支援策を検討したいのでご理解い

ただきたい。 

〇40代 女性 



・三川地区に関しては、今後子どもの数が減った場合、スクールバス通学になる可能性はあ

るか。 

〇鈴村教育長 

・三川地区の河原小屋については、２年ほど前にスクールバス通学に変更した。理由は、狭

くて切り立った崖沿いの通学路を１人で通学しなければならないという現状があったこと

と、スクールバスの利用者が減ったことによるものである。それにより切井の出発時間を早

める等の影響もあるが、今後も子どもの減少によりスクールバス通学に変更する可能性は

ある。 

〇40代 女性 

・現在、高校生、中学生、小学生の子どもがいるが、地域の子どもの減少により登下校の分

団が成り立たず、バス停までは１人で歩いているのが現実となっている。今後、学校再編に

より小中学生が一緒の登校となれば、それなりに人数も増え、子ども同士の見守りもできる

という期待感がある。また、うちの子どもは持病があり、学校生活において注意、見守りが

必要だったため、これまで学校とは何度も打ち合わせをしてきた。再編により、そうした学

校間や先生同士の引継ぎや連携もかなりスムーズになるのではないかと感じている。そう

なれば親も安心して子どもを学校に送り出せるのと思うので、そういう点でもメリットは

多いと感じている。 

〇鈴村教育長 

・早く実現したいと思っている。スクールバスについては、台数や運行経路等の課題も多い

が、小学生と中学生が一緒になることのメリットを十分活かせるよう検討していきたい。 

〇30代 女性 

・新校舎建設に関して、令和９年１月に新しい環境になることに少し心配がある。この時期

は中学３年生の高校受験の時期でもあるので、急激な変化ではなく、段階的に環境の変化に

対応できるような配慮をしていただけるとありがたい。 

〇鈴村教育長 

・新校舎に入るタイミングについては、解体工事の関係と在校生に少しでも新しい校舎に入

ってほしいという思いからこの時期に引っ越しする予定としている。現校舎の解体は２月

頃からを予定しているが、進路情報等も含めて慎重な対応が必要だと考えている。 

また、この建設スケジュールについては、今後子ども達への説明を行うとともに学校生活に

おける不安を少しでも解消できるよう配慮したいと考えている。 

〇玉置学校再編専門監 

・新しい学校は、子ども達にとって居心地の良い校舎であることや安心して過ごすことがで

きる空間にしたいという計画で進めている。環境の変化を心配される意見もあると思うが、

折角の新校舎での学校生活を少しでも経験してほしいという考え方で計画を進めている。



今後設計を進めるなかでワークショップ等で皆さんと一緒になって学校づくりを考える機

会を持ちたいと思っているので、ご理解いただきたい。 

〇60代 男性 

・今日の説明会で小中一貫教育になることを初めて知った。地域住民もよく理解していない

と思うので、状況を常に説明していだくことが必要だと感じている。 

〇鈴村教育長 

・昨年の地域説明会でも同じ意見があり、若年層へのお知らせとして２０歳のお祝いの冊子

で周知等をしているが、まだ知らない方も多いと感じている。将来的には９年間の義務教育

学校という構想もあるが、まずは施設一体型の小中学校を整備することが伝わるように説

明をしていきたい。 

〇60代 男性 

・小学校が３つになるということだが、蘇原小学校がなくなることを理解していなかった。

蘇原地区としては小学校が河岐へ移動することになるので、地域にとっては大きな変化だ

と感じる。今日の説明を聞いて初めて理解した。 

〇鈴村教育長 

・令和２年には、旧白川小学校と白川北小学校が統合し、現在の白川小学校となった。令和

９年４月には、更に蘇原小学校が統合し、白川小学校（仮名）として施設一体型の新校舎に

入るとともに、白川中学校と黒川中学校が統合し、白川中学校（仮名）として新校舎に一緒

に入ることになる。新しい学校の名称については、今後地域の皆さんに諮ることになるが、

いずれにしても全部が新しい形に変わることになる。 

〇60代 男性 

・新校舎の完成が令和１０年３月の予定となっており、新校舎に入るタイミングが令和９年

４月となっている。これは、完成前の校舎で１年間は授業をするということか。 

〇鈴村教育長 

・１期工事としては、令和７、８年度の２年間となる。その後、更に１年かけて２期工事を

行うので最終的に令和１０年３月に全てが完成する計画としている。 

今の校舎に居ながら工事を進めていく部分と工事期間を３年間にすることで１年あたりの

財政負担を抑制するという理由がある。国庫補助金の制約もあり、一旦は２年間で子どもが

入れる状態とし、更に不足する部分の工事を３年目に行うことになる。 

〇鈴村教育長 

・本日は沢山のご意見をいただいた。また、多くの皆さんに理解いただくために更なる広報

が必要だと感じた。子ども達により良い教育環境を提供するため引き続き地域の皆さんの

ご理解をお願いし、閉会した。（２０：２７閉会） 


